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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第２四半期
累計期間

第65期
第２四半期
累計期間

第64期
第２四半期
会計期間

第65期
第２四半期
会計期間

第64期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 16,890,28715,984,0218,811,5008,674,99036,594,096

経常損失（△）（千円） △377,332△189,121△23,575 △8,451 △29,669

四半期（当期）純利益又は純損失
（△）（千円）

△257,109△66,446 12,114 90,190 60,984

持分法を適用した場合の投資利益
（千円）

－ － － － －

資本金（千円） － － 697,240 697,240 697,240

発行済株式総数（千株） － － 5,374 5,374 5,374

純資産額（千円） － － 5,534,5915,758,6445,870,562

総資産額（千円） － － 18,874,88118,027,05520,431,557

１株当たり純資産額（円） － － 1,030.831,072.761,093.40

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は純損失金額（△）（円）

△47.88 △12.38 2.26 16.80 11.36

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 4.00

自己資本比率（％） － － 29.3 31.9 28.7

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△712,552 249,930 － － △559,483

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

56,714 166,441 － － 215,191

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

514,094△288,758 － － 215,733

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

－ － 1,166,7781,307,5771,179,963

従業員数（人） － － 408 397 402

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第64期第２四半期会計期間及び第65期第

２四半期会計期間並びに第64期は潜在株式が存在しないため、また、第64期第２四半期累計期間及び第65期第

２四半期累計期間は、１株当たり四半期純損失が計上されており、かつ、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社

における異動もありません。
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３【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

　提出会社の状況 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 397 (104)

（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は、（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【商品の仕入及び販売の状況】

（1）商品仕入実績

当第２四半期会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

　　　なお、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用により、従来の事業部門別からセグメント別に変更したた

め、前年同四半期比は記載しておりません。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

前年同四半期比（％）

ルート事業（千円） 5,647,615 －

建材事業（千円） 1,256,417 －

ＤＩＹ事業（千円） 378,826 －

合計（千円） 7,282,859 －

（注）１．金額は実際仕入価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（2）販売実績

当第２四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

　　　なお、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用により、従来の事業部門別からセグメント別に変更したた

め、前年同四半期比は記載しておりません。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

前年同四半期比（％）

ルート事業（千円） 6,563,431 －

建材事業（千円） 1,542,442 －

ＤＩＹ事業（千円） 569,117 －

合計（千円） 8,674,990 －

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．総販売実績に対する割合が10％以上に該当する販売先はなく、相手先別販売実績及び総販売実績に対する割

合の記載は省略しております。

３．総販売実績に対する輸出向の割合が10％未満であるため、輸出高の総額及び総販売実績に対する輸出高の割

合並びに輸出高の総額に対する主要な輸出先国又は地域別の割合の記載は省略しております。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

（1）業績の状況

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、生産は緩やかに持ち直し、企業収益は改善してまいりましたものの、

雇用情勢は依然として厳しく、公共投資は総じて低調に推移致しました。

住宅建築関連業界におきましては、新設住宅着工は戸数、床面積共に持ち直してまいりましたが、依然、低調に推移

し、厳しい状況が続きました。　

　　　このような状況の中、当第２四半期会計期間における売上高は、86億74百万円（前年同期比1.5％減）となりました。

　　　営業損益は、販売費及び一般管理費が貸倒引当金繰入額38百万円、広告宣伝費15百万円、減価償却費11百万円、それぞれ

前年同期より減少したこと等により、0.4百万円の営業損失（前年同期より31百万円の改善）となりました。　

　　　経常損益は、営業外収益が前年同期より８百万円、営業外費用が同24百万円それぞれ増加したことにより８百万円の経

常損失（前年同期より15百万円の改善）となりました。

　　　四半期純損益は、保険解約返戻金１億13百万円の特別利益が発生したため、90百万円の四半期純利益（前年同期より78

百万円の改善）となりました。

　　　これにより、１株当たり四半期純利益は16円80銭となりました。

当第２四半期会計期間におけるセグメント別の商品区分別売上高は次のとおりであります。なお、「セグメント情
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報等の開示に関する会計基準」の適用により、従来の事業部門別からセグメント別に変更したため、前年同四半期比

は記載しておりません。

商品区分 ルート事業 建材事業 ＤＩＹ事業 計 構成比

住宅用資材（千円） 3,132,889 473,352 ― 3,606,24141.6％

ビル用資材（千円） 3,268,378 615,797 ― 3,884,17544.8％

ＤＩＹ商品（千円） ― ― 569,117 569,117 6.6％

ＯＥＭ関連資材（千円） ― 349,216 ― 349,216 4.0％

その他（千円） 162,163 104,075 ― 266,239 3.0％

合計（千円） 6,563,4311,542,442 569,117 8,674,990100.0％

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期会計期間末より64百

万円減少し、13億７百万円となりました。

当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、１億39百万円（前年同期は５億84百万円の支出）となりました。これは主に、税引

前四半期純利益97百万円、減価償却費55百万円、売上債権の減少額２億３百万円、たな卸資産の減少額１億25百万円の

資金増加に対し、仕入債務の減少額５億72百万円、保険解約益１億13百万円の資金減少があったことによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、２億８百万円（前年同期より77百万円の増加）となりました。これは主に、保険積

立金の払戻しによる収入２億87百万円の資金増加に対し、投資有価証券、有形固定資産及び無形固定資産の取得によ

る支出83百万円の資金減少があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、１億33百万円（前年同期は６億78百万円の獲得）となりました。これは、長期借入

金の返済による支出であります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（4）研究開発活動

当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、17百万円であります。なお、当第２四半期会計期間におい

て、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,490,000

計 19,490,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,374,000 5,374,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）　

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数 1,000株

計 5,374,000 5,374,000 ― ―

 （注）第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱであります。

　　　 なお、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱは、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、新たに開設さ

れた同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

― 5,374,000 ― 697,240 ― 409,450
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

杉田　直良 東京都新宿区 1,041 19.37

有限会社杉田商事 東京都墨田区緑2-14-15 698 12.99

杉田エース従業員持株会 東京都墨田区両国3-25-5 523 9.74

杉田　正吉 東京都葛飾区 252 4.69

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷3-29-22 198 3.69

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町1-1-2 195 3.63

株式会社キョーワナスタ 東京都中央区日本橋富沢町12-16 140 2.61

株式会社ダイケン　 大阪市淀川区新高2-7-13 110 2.05

株式会社千葉銀行 千葉市中央区千葉港1-2 90 1.67

杉田　裕介 東京都新宿区 60 1.12

計 － 3,307 61.55

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等）  ― ― ―

議決権制限株式（その他）  ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式 5,000 ―
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数 1,000株　

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,362,000 5,362　　　    同　上

単元未満株式 普通株式 7,000 ― 同　上

発行済株式総数  5,374,000 ― ―

総株主の議決権  ― 5,362 ―

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社所有の自己株式です。

２．「単元未満株式」の株式数の株式欄には、当社所有の自己株式が911株含まれています。

 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）　　

　　　　

杉田エース株式会社

東京都墨田区緑二

丁目14番15号
5,000 － 5,000 0.09

計 ― 5,000 － 5,000 0.09
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 420 395 398 400 398 398

最低（円） 399 361 374 381 375 375

　（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表については、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日を

もって有限責任 あずさ監査法人となりました。　

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,437,577 1,309,963

受取手形及び売掛金 8,943,425 11,162,902

商品 1,342,453 1,399,062

未成工事支出金 188,888 113,442

未収入金 1,115,072 1,206,677

その他 82,413 24,167

貸倒引当金 △43,000 △55,000

流動資産合計 13,066,831 15,161,216

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 1,333,038

※
 1,368,978

土地 1,946,253 1,946,253

その他（純額） ※
 360,041

※
 334,912

有形固定資産合計 3,639,334 3,650,143

無形固定資産

ソフトウエア 85,215 97,550

その他 9,256 9,267

無形固定資産合計 94,472 106,817

投資その他の資産

投資有価証券 587,552 672,858

破産更生債権等 224,827 335,493

その他 620,835 799,487

貸倒引当金 △206,798 △294,459

投資その他の資産合計 1,226,418 1,513,379

固定資産合計 4,960,224 5,270,341

資産合計 18,027,055 20,431,557
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,778,156 11,716,931

1年内返済予定の長期借入金 434,621 501,551

未払法人税等 21,802 23,938

その他 519,026 565,081

流動負債合計 10,753,607 12,807,502

固定負債

長期借入金 732,484 932,452

退職給付引当金 367,502 355,302

役員退職慰労引当金 343,203 391,750

その他 71,613 73,988

固定負債合計 1,514,803 1,753,492

負債合計 12,268,410 14,560,995

純資産の部

株主資本

資本金 697,240 697,240

資本剰余金 409,450 409,450

利益剰余金 4,713,251 4,801,174

自己株式 △2,729 △2,345

株主資本合計 5,817,212 5,905,519

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △58,567 △34,957

評価・換算差額等合計 △58,567 △34,957

純資産合計 5,758,644 5,870,562

負債純資産合計 18,027,055 20,431,557
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 16,890,287 15,984,021

売上原価 14,367,365 13,632,968

売上総利益 2,522,921 2,351,052

販売費及び一般管理費 ※
 2,925,548

※
 2,557,561

営業損失（△） △402,626 △206,509

営業外収益

受取利息 3,949 2,253

受取配当金 2,293 3,105

仕入割引 37,975 37,497

雑収入 11,513 28,997

営業外収益合計 55,732 71,854

営業外費用

支払利息 11,720 13,352

投資事業組合運用損 6,422 31,805

手形売却損 11,450 7,932

雑損失 845 1,376

営業外費用合計 30,438 54,466

経常損失（△） △377,332 △189,121

特別利益

貸倒引当金戻入額 22,000 23,373

訴訟損失引当金戻入額 117,507 －

保険解約返戻金 － 113,003

固定資産売却益 400 －

特別利益合計 139,907 136,377

特別損失

固定資産売却損 5,199 －

固定資産除却損 3,370 741

特別損失合計 8,569 741

税引前四半期純損失（△） △245,993 △53,484

法人税、住民税及び事業税 11,608 13,432

法人税等調整額 △492 △470

法人税等合計 11,116 12,962

四半期純損失（△） △257,109 △66,446
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 8,811,500 8,674,990

売上原価 7,494,238 7,410,542

売上総利益 1,317,261 1,264,448

販売費及び一般管理費 ※
 1,348,848

※
 1,264,933

営業損失（△） △31,586 △484

営業外収益

受取利息 1,410 1,071

受取配当金 746 1,615

仕入割引 18,287 18,342

雑収入 5,703 13,151

営業外収益合計 26,147 34,181

営業外費用

支払利息 6,089 6,470

投資事業組合運用損 6,422 31,805

手形売却損 5,121 3,797

雑損失 502 75

営業外費用合計 18,136 42,148

経常損失（△） △23,575 △8,451

特別利益

貸倒引当金戻入額 △10,580 △6,464

訴訟損失引当金戻入額 60,007 －

保険解約返戻金 － 113,003

固定資産売却益 400 －

特別利益合計 49,827 106,539

特別損失

固定資産売却損 5,199 －

固定資産除却損 2,687 656

特別損失合計 7,887 656

税引前四半期純利益 18,365 97,430

法人税、住民税及び事業税 6,497 7,475

法人税等調整額 △246 △235

法人税等合計 6,251 7,240

四半期純利益 12,114 90,190
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △245,993 △53,484

減価償却費 137,159 106,901

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △310,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,714 12,199

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21,848 △22,456

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,150 △48,546

受取利息及び受取配当金 △6,243 △5,359

支払利息 11,720 13,352

保険解約損益（△は益） － △113,003

固定資産売却損益（△は益） 5,199 －

固定資産除却損 3,370 741

売上債権の増減額（△は増加） 3,137,744 2,207,638

たな卸資産の増減額（△は増加） △65,431 △18,836

仕入債務の増減額（△は減少） △3,550,338 △1,917,984

その他 146,279 111,384

小計 △692,821 272,545

利息及び配当金の受取額 6,274 5,346

利息の支払額 △12,661 △13,044

法人税等の支払額 △13,344 △14,917

営業活動によるキャッシュ・フロー △712,552 249,930

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 240,000 －

有形固定資産の取得による支出 △14,665 △93,067

有形固定資産の売却による収入 6,370 －

無形固定資産の取得による支出 △20,415 △20,661

投資有価証券の取得による支出 △53,270 △3,323

投資有価証券の売却による収入 140 －

保険積立金の払戻による収入 － 287,239

貸付けによる支出 △8,700 △6,100

貸付金の回収による収入 5,520 3,360

その他 1,736 △1,005

投資活動によるキャッシュ・フロー 56,714 166,441

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △445,420 △266,898

自己株式の取得による支出 △212 △384

配当金の支払額 △40,273 △21,476

財務活動によるキャッシュ・フロー 514,094 △288,758

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,743 127,613

現金及び現金同等物の期首残高 1,308,522 1,179,963

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,166,778

※
 1,307,577
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変

更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※有形固定資産の減価償却累計額 3,480,779千円 ※有形固定資産の減価償却累計額 3,412,765千円

 

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

給料及び手当 1,270,916千円

広告宣伝費 226,866 

荷造運搬費 223,481 

福利厚生費 218,910 

貸倒引当金繰入額 43,848 

減価償却費 137,159 

給料及び手当 1,218,322千円

広告宣伝費 30,473 

荷造運搬費 210,979 

福利厚生費 231,295 

貸倒引当金繰入額 917 

減価償却費 106,901 

  
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

給料及び手当 618,695千円

広告宣伝費 24,489 

荷造運搬費 111,437 

福利厚生費 121,678 

貸倒引当金繰入額 39,424 

減価償却費 66,934 

給料及び手当 600,481千円

広告宣伝費 8,858 

荷造運搬費 106,765 

福利厚生費 122,394 

貸倒引当金繰入額 917 

減価償却費 55,823 

 

EDINET提出書類

杉田エース株式会社(E02910)

四半期報告書

17/24



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に記載されている科目の金額との関係

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に記載されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,296,778千円

預入期間が３か月を超える定期預
金

△130,000 

現金及び現金同等物 1,166,778 

 

現金及び預金勘定 1,437,577千円

預入期間が３か月を超える定期預
金

△130,000 

現金及び現金同等物 1,307,577 

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９

月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 5,374千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 5千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 21,476 4.00平成22年３月31日平成22年６月10日利益剰余金

 

（金融商品関係）

　　　当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

　　　　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を

省略しております。

　

（有価証券関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

該当事項はありません。
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（持分法損益等）

前第２四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年

４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　　　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　　　　当社は商品の種類、販売先の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、ルート事業・建材事業・ＤＩＹ事業の

３事業を報告セグメントとしております。

　　　　ルート事業は、住宅用資材及びビル用資材を二次卸・金物店・建材店等へ販売しております。建材事業は、住宅用資

材及びビル用資材を金物店・建材店・販売工事店等へ、並びにＯＥＭ関連資材をサッシメーカー等に販売してお

ります。ＤＩＹ事業は、ＤＩＹ商品をホームセンター及びディスカウントストアへ販売しております。　

　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　

　

報告セグメント（千円）
合計（千円）

ルート事業　 建材事業 ＤＩＹ事業

売上高 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　

外部顧客への売上高 　11,892,2272,869,988 1,221,80415,984,021

セグメント間の内部売上高又
は振替高　

 －  －   －  －

計  11,892,227 2,869,988  1,221,804 15,984,021

セグメント利益  193,596 12,536　 42,025 248,157

　

当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　

　

報告セグメント（千円）
合計（千円）

ルート事業　 建材事業 ＤＩＹ事業

売上高 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　

外部顧客への売上高 　6,563,4311,542,442 569,117 8,674,990

セグメント間の内部売上高又
は振替高　

 －  －   －  －

計  6,563,431 1,542,442  569,117 8,674,990

セグメント利益又は損失（△）  128,231 △3,626　 6,809 131,414
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）　

当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 248,157

全社費用（注） △454,666

四半期損益計算書の営業損失（△） △206,509

　

当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 131,414

全社費用（注） △131,899

四半期損益計算書の営業損失（△） △484

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
　
（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。　

　　

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,072.76円 １株当たり純資産額 1,093.40円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 47.88円 １株当たり四半期純損失金額 12.38円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） 257,109 66,446

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 257,109 66,446

期中平均株式数（千株） 5,369 5,368

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.26円 １株当たり四半期純利益金額 16.80円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 12,114 90,190

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 12,114 90,190

期中平均株式数（千株） 5,369 5,368

 

（重要な後発事象）

当第２四半期会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

リース取引残高が前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、注記の記載を省略しております。

 

２【その他】

特記事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月13日

杉田エース株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鳥居　　明　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　俊之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている杉田エース株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第64期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、杉田エース株式会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月12日

杉田エース株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鳥居　　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　俊之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている杉田エース株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第65期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、杉田エース株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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